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横
浜
商
科
大
学
の
同
窓
会
員
の
皆

様
、
本
年
１
月
よ
り
本
学
の
理
事

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
吉
原
毅

で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
父
は
横
浜
市
綱
島
の
農
家
出

身
で
、
横
浜
の
商
業
専
門
学
校
を

卒
業
し
て
横
浜
市
内
の
貿
易
会
社

に
丁
稚
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
父
か
ら
当
時
の
思
い
出
話
を

聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
異
国
情
緒
に
あ
ふ
れ
た
横
浜
に

強
い
あ
こ
が
れ
と
愛
着
を
感
じ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
横
浜
商

科
大
学
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
存
じ

て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
本
学

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
私
学
で
最
も
大
切
な
も
の

は
、
建
学
の
精
神
で
す
。
私
も
理

事
長
を
拝
命
し
て
、
ま
ず
創
立
者

の
松
本
武
雄
先
生
に
つ
い
て
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
松
本
先
生

は
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
を
も

ち
、
心
配
り
を
忘
れ
な
い
優
し
い

方
で
大
変
な
人
格
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
知
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
先
生
が
大
切
に

さ
れ
た「
安
ん
じ
て
事
を
托
さ
る

る
人
と
な
れ
」と
い
う
お
言
葉
に

つ
い
て
一
所
懸
命
に
考
え
ま
し

た
。
そ
の
中
で「
事
を
託
す
」と
い

う
言
葉
に
ふ
と
目
が
と
ま
り
ま
し

た
。

私
は「
信
託
」の
仕
事
を
し
て
い
る

た
め
、「
任
せ
る
」こ
と
と「
托
す
」

こ
と
と
は
、
全
く
異
な
る
と
い
う

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。「
任

せ
る
」と
は
配
下
の
者
に「
言
わ
れ

た
と
お
り
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を

や
っ
て
も
ら
う
こ
と
」で
す
が
、

「
托
す
」と
は
、「
私
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

信
頼
で
き
る
貴
方
に
す
べ
て
を
任

せ
ま
す
」と
い
う
意
味
で
す
。
つ

ま
り
、「
事
を
託
さ
る
る
人
と
な

る
」と
は
、「
困
っ
て
い
る
人
々
を

救
う
た
め
、
誠
心
誠
意
人
の
た
め

に
尽
く
す
立
派
な
人
と
な
れ
」と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
で
す
。
松
本
先
生
は

我
々
に「
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

頼
ら
れ
る
よ
う
な
立
派
な
リ
ー
ダ

ー
に
な
れ
」と
激
励
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
最

も
大
切
な
こ
と
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。
松
本
先
生
は
、
そ
れ
を
本

学
の
校
歌
の1

番
に
示
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
人

の
世
の
幸
い
の
た
め
、
頼
ま
れ
る

人
と
な
れ
」で
す
。
本
学
の
建
学

の
精
神
は
、「
人
の
世
の
幸
い
の

た
め
」に「
安
ん
じ
て
事
を
託
さ
る

る
人
と
な
る
」こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。

私
は
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
時
に

大
変
驚
き
、
ま
た
感
動
し
ま
し
た
。

「
人
の
世
の
幸
い
の
た
め
に
尽
く

す
」と
い
う
考
え
は
、
な
ん
と
崇

高
で
素
晴
ら
し
い
考
え
な
の
で
し

ょ
う
。
現
代
社
会
は
、
政
治
家
や

大
企
業
の
経
営
者
な
ど
、
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
言
わ
れ
る
人
も
、
自

分
の
損
得
ば
か
り
考
え
る
人
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
松

本
先
生
は
、「
商
業
」に
と
っ
て
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
利
益

の
追
求
で
は
な
く
、
世
の
た
め
人

の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
お
ら
れ
、
さ
ら
に
正
し
い

商
業
を
通
じ
て
、
世
界
全
体
が
平

和
に
な
る
こ
と
を
強
く
願
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。

私
は
、
東
大
、
京
大
な
ど
、
多
く

の
日
本
の
大
学
の
校
歌
を
調
べ
て

み
ま
し
た
が
、
ど
の
大
学
の
校
歌

も
、
本
学
は
素
晴
ら
し
い
と
い
う

自
画
自
賛
の
内
容
で
あ
り
、「
人

の
世
の
幸
い
に
つ
く
す
」と
い
う

新
理
事
長
よ
り

　
　
　
ご
挨
拶

　
　
　

  

吉
原　

毅

崇
高
な
奉
仕
の
精
神
は
１
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
学
の
建
学

の
精
神
は
、
大
学
の
中
で
も
特
色

の
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

松
本
先
生
は
、「
商
学
と
は
、
私

利
私
欲
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
学

問
で
は
な
く
、
世
の
た
め
人
の
た

め
、
人
々
の
幸
せ
と
世
界
の
平
和

の
た
め
に
あ
る
」と
い
う
高
い
理

想
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
本
学
の「
商
学
」が

目
指
す
も
の
で
あ
り
、
他
大
学
の

「
商
学
」と
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ

で
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
建

学
の
精
神
の
も
と
に
、
学
生
の
皆

さ
ん
が
、
充
実
し
た
大
学
生
活
を

送
ら
れ
、
幅
広
い
見
識
と
立
派
な

人
格
を
備
え
た
人
と
し
て
成
長
さ

れ
、
や
が
て
各
界
に
お
い
て
、
頼

ま
れ
る
、
褒
め
ら
れ
る
、
招
か
れ

る
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
困
っ
て
い

る
人
々
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を

救
う
世
の
光
と
し
て
、
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

我
々
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
の
よ
う
に
酷
暑

で
あ
っ
た
り
、
大
雨
で
あ
っ
た
り

と
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
、
第
49
回
定
期
総
会
開
催
の

お
り
、
次
回
は
創
立
50
周
年
と
な

り
記
念
式
典
を
考
え
て
い
ま
す
と

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
一
年
後

ろ
倒
し
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
通
常
の
定
期
総
会
と

な
り
ま
す
。
会
場
は
大
学
内
で
の

開
催
と
な
り
、
当
日
は
大
学
祭(

飯

山
祭)

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
会
員
の
皆
様
に
は
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
3
月
15

日
に
学
位
記
授
与
式
に
出
席
し
育

友
会
・
同
窓
会
よ
り
の
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

卒
業
生
は
3
2
4
名
で
す (

内
訳

は
商
学
科
1
8
2
名
、
観
光
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
49
名
、
経
営
情
報

学
科
93
名)
。
こ
れ
に
よ
り
、
卒
業

生
総
数
は
、
2
3,
0
0
9
名
と

な
り
ま
し
た
。

支
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
各
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
久
し
ぶ
り
に
新
た
な
支
部
が

誕
生
し
ま
し
た
。
支
部
の
誕
生
は

十
数
年
ぶ
り
で
す
。
今
後
の
活
動

に
大
い
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
母
校
に
目
を
向
け
て
み
ま

す
と
、
昨
年
12
月
に
清
水
理
事
長

が
退
任
表
明
を
さ
れ
、 

令
和
7
年

1
月
1
日
付
で
吉
原
理
事
が
理
事

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
に
な
り
ま
す
と
、
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
よ
り
、
同
機
構
が

定
め
る
評
価
基
準
に
適
合
し
て
い

る
と
し
て「
認
定
」さ
れ
ま
し
た
。

3
月
15
日
に
は
、
令
和
6
年
度
学

位
記
授
与
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
3
日
に
は
、
入
学
式
が
横
浜

み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

3
2
2
名
の
新
入
生(

内
訳
は
商
学

科
1
8
2
名
・ 

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
53
名
・
経
営
情
報
学
科
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

63
名
情
報

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
22
名)

。
そ
れ
に
編

入
生
2
名
・
大
学
院
生
2
名
を
加

え
た
3
2
6
名
が
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
商
大
の
門
を
く
ぐ
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
2
日
に
大
学
特

待
生
・
同
窓
会
奨
学
生
13
名
に
対

し
て
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

九
州
地
方
や
日
本
海
側
東
北
地
方

で
は
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
大
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
々
に
た
い
し
て
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
50
回
定
期
総
会
は
、
11
月
1
日(

土) 

母
校
商
大
で
開
催
し
ま
す
。

錦
秋
の
時
季
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
と
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご
挨
拶　
　
　

　

 
同
窓
会　

会
長　
　

　
　

 
山
﨑　

好
美
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本
学
卒
業
生
で
あ
る
前
教
授　

佐
藤
義
文

氏
に
対
し
て
、
名
誉
教
授
称
号
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
同
窓
生
と
し
て
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す
。
佐
藤
先
生
の
ご
専
門
は
、

租
税
法
で
す
。
在
職
中
は
、
職
業
会
計
人

を
目
指
す
学
生
を
積
極
的
に
支
援
さ
れ
、

税
理
士
試
験
の
簿
記
論
・
財
務
諸
表
論
の

科
目
合
格
者
を
多
数
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
か
ら
大
学
院
も
新
設
さ
れ
、『
実
行

型
実
践
教
育
』の
旗
手
と
な
る
学
生
が
増

え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
16
回
支
部
長
会
議

例
年
の
通
り
、
総
会
の
前
に
午
後

２
時
よ
り
支
部
長
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
静
岡
支
部
を
東
海
支

部（
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
・
三
重

の
４
県
合
同
）設
立
の
件
、
最
終

検
討
の
結
果
、
全
支
部
長
賛
成
で

理
事
会
に
上
程
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 名

誉
教
授
称
号
授
与

9月13日(土)商 大 応
接室にて、草壁常務
理事・小島学部長・
貫洞事務局長・山崎
同窓会会長 列席の
もと、羽田学長より
授与されました。
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学位記 授与
商学科 182名

観光マネジメント学科 49名
経営情報学科 93名

令
和
6
年
度 

学
位
記 

授
与
式

2
0
2
5
年
３
月
15
日(

土)

13
時
よ
り

横
浜
商
科
大
学 

鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

令
和
６
年
度
卒
業
生
３
２
４
名
は
、
私
達
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
時
代
に
大
学
生
々
活
の
ほ
と
ん
ど
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
代
を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
、
商
大
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
３
２
４
名
の
全

て
に
”お
め
で
と
う
“と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

実行委員会の素晴らしい企画でパーティーは大盛況でした。

育友会・同窓会より記念品
として名刺入れを贈呈しました。

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

懐かしい母校の
体育館で厳かに
行われました。
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第49回定期総会のご報告

一期生の方も数名出席され、若い方と和気あいあい楽しそうにお酒を酌み交わしていました。

羽田学長の祝辞。 乾杯の音頭をとる小島学部長。 挨拶をする山崎同窓会会長。

2024年11月16日（土）新横浜グレイスホテルにて定期総会・懇親会が開催されました。
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　2023年度　事業報告　
（自：2023年10月1日　至：2024年9月30日）

１．定期総会
	 2022年度定期総会（第48回） 開催……2023年11月4日
		 於：横浜商科大学つるみキャンパス 

２．同窓会報、ホームページ等による情報発信
	 ホームページの随時更新
	 同窓会会報第52号発行……2023年10月12日

３．�本部・支部及び各支部間の連携強化�
（会員増強のための情報提供）

	 【役員会】
	 2023年  	10月21日 第181回役員会開催 
	 2024年 	1月27日 第182回役員会開催 
	  	 4月20日 第183回役員会開催
	 【支部総会】
	 2023年	11月16日 不動産支部総会開催 
	             12月  2日 関西支部総会開催
                                        大学·本部役員出席 
	 2024年 3月23日 韓国支部総会開催

	 3月24日 剣道部支部総会開催 
	 6月  7日 教員支部総会開催 　　　	

	 6月23日 静岡支部総会開催		
	 大学·本部役員出席
	 【支部長会議】
　　   2023年 11月4日 第15回支部長会議開催
                                        本部役員出席

４．支部設立の推進
	 本年度は支部設立は無し

５．会員名簿の整理及び管理
	� 個人情報の関係から名簿の発行予定はないが、メンテナ

ンスとしてインターネット（ホームページ）Mail、 Faxにて
受付し、整理更新している。

６．本部総会、各支部総会への会員出席者向上
	 重要検討事項として次年度も継続する。

７．経費の節減

８．事業実績
	 2023年
	 10月12日　　	同窓会会報第52号発行
	 10月23日　　第56回大学祭(飯山祭）へ支援
	 10月26日　　第17回全日本学生剣道オープン大会出場支援
          11月  4日　　2022年度定期総会（第48回）開催

	 2024年
	 　１月12日　　卒業事業委員会へ支援　　　　
	 　３月16日　　学位記授与式　山崎会長出席
	 　４月  1日　　特待生·同窓会奨学生　認定式
                                 山崎会長出席
	 　４月  3日　　入学式　山崎会長出席
	 　６月  6日	　　奨学金贈呈（同窓会奨学生）前期　　　
	 　8月  9日	　　留学生課外活動支援

	　9月10日　　奨学金贈呈（同窓会奨学生）後期
            9月14日　　秋季学位記授与式　山崎会長出席
                                 女子学生対象に生理用品の随時補給

　2023年度　収支計算書 　
自：2023年10月  1日
至：2024年  9月30日

収　入　の　部� 単位：円

科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
　Ⅰ　会 費 収 入 14,400,000 12,995,000 − 1,405,000
　  1.　同 窓 会 費 14,400,000 12,995,000 −1,405,000

　Ⅱ　事 業 収 入 0 0 0
　  1.　総 会 会 費 0 0 0

　Ⅲ　資 産 運 用 収 入 1,000 1,655 655
　  1.　預 貯 金 等 利 息 1,000 1,655 655

　Ⅳ　雑 収 入 720,000 920,000 200,000
　  1.　その他（寄付金） 0 0 0
　  2.　育 友 会 受 託 費 720,000 720,000 0

当期収入合計 (A) 15,121,000 13,916,655 − 1,204,345
前期繰越収支差額 65,363,186 65,363,186 0
収入合計 (B) 80,484,186 79,279,841 − 1,204,345

支　出　の　部� 単位：円

科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　異
　Ⅰ　事 業 費 3,000,000 2,260,434 -739,566

1. 機関紙印刷費 700,000 536,480 −163,520
2. 総会費 2,300,000 1,723,954 − 576,046

　Ⅱ　準 会 員 支 援 金 4,450,000 3,847,630 -602,370
1. 卒業記念事業費 1,000,000 1,000,000 0
2. 大 会 他 200,000 170,000 − 30,000
3. 新入生・卒業生記念品 900,000 913,500 13,500
4. 同 窓 会 奨 学 金 1,200,000 1,200,000 0
5. 援助金（大学祭） 500,000 500,000 0
6. 育英奨学金（有資格者） 500,000 0 − 500,000
7. 在 学 生 支 援 金 150,000 64,130 − 85,870

　Ⅲ　組 織 強 化 費 3,010,000 2,895,098 -136,550
1. 支 部 支 援 金 1,650,000 1,519,144 − 130,856
2. 支部設立援助金 100,000 0 − 100,000
3. 通 信 費 1,100,000 1,174,937 74,937
4. H.P 制作維持費 160,000 179,369 19,369

　Ⅳ　管 理 費 4,250,000 3,541,303 -708,697
1. 会 議 運 営 費 700,000 504,616 − 195,384
2. 旅 費 交 通 費 1,000,000 472,190 − 527,810
3. 慶 弔 費 150,000 117,741 − 32,259
4. 消 耗 品 費 100,000 165,012 65,012
5. 人 件 費 2,000,000 2,203,964 203,964
6. 雑 費 100,000 77,780 − 22,220
7. 予 備 費 200,000 0 − 200,000

当期支出合計 (C) 14,710,000 12,522,817 -2,187,183
当期収支差額 (A) − (C) 411,000 1,393,838 982,838
次期繰越収支差額 (B)−(C) 65,774,186 66,757,024 982,838

　  3.　育友会より総会お祝い金 200,000 200,000
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　2023年度　貸借対照表　
2024年9月30日　現在

� 単位：円　
資　　産　　の　　部 負債及び正味財産の部

科　　　　　目 金　額 科　　　　　目 金　額
1.現　　　　　金 261,804 1.　正　味　財　産 69,257,024

2.普　通　預　金 25,134,314

3.定　期　預　金 43,860,906

資　　産　　合　　計 69,257,024 負 債・正味 財 産 合 計 69,257,024 

　2024年度　事業計画書　

自：2024年	10月	  1日
至：2025年  	9月	30日

1.定期総会の開催

2.同窓会報、ホームページ等による情報発信

3.本部・支部及び各支部間の連携強化　（会員増強のための情報提供）

4.支部設立の推進

5.会員名簿の整理及び管理

6.本部総会・各支部総会への会員出席者の向上

7.在学生への援助　（奨学金・課外活動等）

8.経費の節減

【支部及び支部長一覧】

都道府県支部　広島支部　　支部長　　   風　呂　実　雄（第10期）
　　　　　　　関西支部　　　　　　　   林　　　永　年（第10期）
　　　　　　　福島支部　　　　　　　   斎　藤　晋　一（第16期）
　　　　　　　新潟支部　　　　　　　   吉　井　道　代（第18期）
　　　　　　　群馬支部　　　　　　　   鈴　木　清　照（第	 8期）
　　　　　　　宮城支部　　　　　　　   小　松　　　智（第	 8期）
　　　　　　　四国支部　　　　　　　   宇都宮　吉　彦（第11期）
　　　　　　　長野支部　　　　　　　   西　原　日　文（第	 4期）
　　　　　　　韓国支部　　　　　　　   尹　　　熙　満（第36期）
                     　神奈川支部　　　　　　　　竹　田　嘉　夫（第11期）
                         東海支部　　　　　　　   山　﨑　　　成（第	 4期）

運動・研究会　
関連支部

　剣道部支部　　　　　　   柴　崎　雅　治（第19期）
　　　　　　　ハンドボール部支部　　　　    滝　上　　　徹（第	 5期）
　　　　　　　経営情報システム　研究支部   滝　口　　　猛（第10期）
　　　　　　　飯山会支部　　　　　　   ［検　　　  討　　　  中］
　　　　　

職域支部　　　観光産業支部　　　　　　杉　原　一　光（第	 2期）
　　　　　　　教員支部　　　　　　　　岡　本　裕　樹（第37期）
　　　　　　　会計人会支部　　　　　　高　崎　洋　一（第28期）
　　　　　　　不動産支部　　　　　　　田　口　順　一（第26期）

　2024年度　収支予算書　
自：2024年10月1日
至：2025年9月30日

収　入　の　部� 単位：円

科　　　　目 2024 年度
予算額

2023 年度
（前年度）予算額

　Ⅰ　会 費 収 入 13,600,000 14,400,000
　   1.同窓会費 13,600,000 14,400,000

　Ⅱ　事 業 収 入 400,000 0
　   1.総 会 会 費 400,000 0

　Ⅲ　資 産 運 用 収 入 1,000 1,000
　   1. 預貯金等利息 1,000 1,000

　Ⅳ　雑 収 入 720,000 720,000
　   1.寄付金 0 0
　   2.育友会受託費 720,000 720,000

当期収入合計 (A) 14,721,000 15,121,000
前期繰越収支差額 66,757,024 65,363,186
収入合計 (B) 81,478,024 80,484,186

支　出　の　部� 単位：円

科　　　　目 2024 年度
予算額

2023 年度
（前年度）予算額

　Ⅰ　事 業 費 3,000,000 3,000,000
　   1. 機関紙印刷費 600,000 700,000
　   2. 総会費 2,400,000 2,300,000

　Ⅱ　準 会 員 支 援 金 4,650,000 4,450,000
　   1. 卒業記念事業費 1,000,000 1,000,000
　   2. 大 会 他 200,000 200,000
　   3. 新入生・卒業生記念品 1,150,000 900,000
　   4. 同 窓 会 奨 学 金 1,200,000 1,200,000
　   5. 援助金（大学祭） 500,000 500,000
　   6. 育英奨学金（有資格者） 500,000 500,000
　   7. 在 学 生 支 援 金 100,000 150,000

　Ⅲ　組 織 強 化 費 3,080,000 3,010,000
　   1. 支 部 支 援 金 1,600,000 1,650,000
　   2. 支部設立援助金 100,000 100,000
　   3. 通 信 費 1,200,000 1,100,000
　   4.H.P 制作維持費 180,000 160,000

　Ⅳ　管 理 費 3,900,000 4,250,000 
　   1. 会 議 運 営 費 600,000 700,000
　   2. 旅 費 交 通 費 700,000 1,000,000
　   3. 慶 弔 費 150,000 150,000
　   4. 消 耗 品 費 150,000 100,000
　   5. 人 件 費 2,100,000 2,000,000
　   6. 雑 費 100,000 100,000
　   7. 予 備 費 100,000 200,000

当期支出合計 (C) 14,630,000 14,710,000
当期収支差額 (A) − (C) 91,000 411,000
次期繰越収支差額 (B) − (C) 66,848,024 65,774,186
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★
剣
道
部
支
部

令
和
７
年
7
月
5
日（
土
）18
時
よ
り

場
所
：
横
浜
市
中
区「
風
見
鶏
」

★
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
支
部

令
和
6
年
10
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

11
時
30
分
よ
り

場
所
：
御
影
藏（
東
京
丸
の
内
ビ
ル
）

★
長
野
支
部

令
和
6
年
10
月
26
日（
土
）17
時
よ
り

場
所
：
ホ
テ
ル
J
A
L
シ
テ
ィ
長
野

★
関
西
支
部

令
和
6
年
12
月
7
日（
土
）13
時
よ
り

場
所
：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

                                  

「
リ
モ
ネ
」

★
不
動
産
支
部

令
和
6
年
12
月
19
日（
土
）18
時
よ
り

場
所
：
㈱
マ
イ
カ
に
て

★
四
国
支
部

令
和
７
年
1
月
25
日（
土
）17
時
よ
り

場
所
：
三
泰
商
事
ビ
ル
3
階

8
月
2
日（
土
）発
起
人
9
名
に
て
神

奈
川
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長（
竹
田
嘉
夫
氏
）よ
り
神
奈
川

県
在
住
、
勤
務
の
方
を
会
員
と
し
、

楽
し
く
交
流
と
親
交
を
深
め
て
い
き

た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

支
部
総
会
報
告　
次
の
８
支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

★
教
員
支
部

令
和
７
年
6
月
13
日（
金
）17
時
よ
り

場
所
：
横
浜
商
科
大
学

                        

鶴
見
キ
ャ
ン
パ
ス

★
群
馬
支
部

令
和
７
年
７
月
5
日（
土
）13
時
よ
り

場
所
：
高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ 

12
F「
銀
座
」

支
部
総
会
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
の
ご

案
内
を
取
り
や
め
、
今
後
は
ハ
ガ
キ
、

Q
R
コ
ー
ド
、
メ
ー
ル
、
F
A
X
な

ど
で
の
出
欠
確
認
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
関
西
支
部
】

開
催
日
：
令
和
7
年
12
月
6
日（
日
）

時
間
：
午
後
1
時（
13
時
）

場
所
：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

備
考
：
毎
年
12
月
第
1
週
土
曜
日
に
開
催

【
長
野
支
部
】

開
催
日
：
令
和
7
年
10
月
初
旬
〜
中
旬

場
所
：
長
野
駅
前

備
考
：
2
年
に
一
度
の
開
催

【
群
馬
支
部
】

開
催
日
：
毎
年
7
月
第
１
土
曜
日

【
韓
国
支
部
】

開
催
日
：
令
和
7
年
12
月
13
日（
日
）

場
所
：
韓
国
支
部
事
務
所

静
岡
支
部
長 

山
﨑 

成
氏
よ
り
会
員

集
客
に
つ
い
て
、
近
県
を
ま
と
め
た

い
と
の
相
談
が
あ
り
、
数
回
の
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
静
岡
・
愛
知
・
岐

阜
・
三
重
の
４
県
を
ま
と
め
て
東
海

支
部
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
９
月
15
日（
祭
日
）12
時
よ

り
、
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松

に
て
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

静
岡
支
部
は

「
東
海
支
部
」と
し
て

新
し
く
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
：
太
田
隆
文
氏

　

T
E
L
：
0
9
0–

2
4
8
5–

0
9
4
1
）

会員大募集中会員大募集中

神
奈
川
支
部
設
立

支
部
総
会 

開
催
予
定
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2
0
2
4
年
度
卒
業

　
　
商
学
部 

商
学
科 

醍
醐
ゼ
ミ
1
期
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　(

旧
東
風
2
期
生) 

                  

中
村
　
麻
佑
子

　
社
会
人
に
な
っ
て
数
ヶ
月
、
大

学
生
活
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

は
大
学
で
の
様
々
な
経
験
か
ら
私

は
か
な
り
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
。

授
業
の
S
A
活
動
、
教
職
課
程
の

履
修
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

情
報
メ
デ
ィ
ア
課
の
ス
タ
ッ
フ
等
。

な
か
で
も
S
A
活
動
は
、
私
の
初

め
て
の「
仕
事
」と
し
て
お
給
料
が

発
生
す
る
責
任
が
重
大
な
役
割
だ

っ
た
の
で
、
特
に
印
象
深
い
。
後

輩
た
ち
の
就
学
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
に
、
自
主
的
に
勉
強
し
た
り
学

生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
分
か
ら

な
い
事
に
つ
い
て
調
べ
る
な
ど
、

私
自
身
の
成
長
に
も
繋
が
っ
た
。

知
識
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
れ
以
上
に
対
人
関
係
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。

対
人
関
係
に
お
け
る
大
前
提「
世
の

中
に
は
色
々
な
タ
イ
プ
の
人
間
が

い
る
」事
を
身
を
持
っ
て
痛
感
し
た

の
も
S
A
活
動
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
に
は
可

能
な
限
り
平
等
に
、
公
平
に
、
い

ず
れ
S
A
が
い
な
く
な
っ
て
も
問

題
な
く
な
る
よ
う
に
接
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
た
。
こ
ち
ら
か
ら

の
情
報
発
信
は
ク
ラ
ス
全
員
が
見

ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
L
I
N
E
や

C
l
a
s
s
r
o
o
m
を
用
い
て

全
員
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
た
。

一
方
で
学
生
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し

て
は
誠
実
に
、
相
手
に
必
要
な
レ

ベ
ル
で
応
え
る
よ
う
に
し
た
。

関
わ
っ
て
い
く
う
ち
に
学
生
だ
け

で
な
く
同
じ
S
A
の
仲
間
、
職
員

さ
ん
、
先
生
方
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ

プ
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
例

え
ば
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
で
も

全
て
共
有
し
て
く
れ
る
人
も
い
れ

ば
、
授
業
中
に
使
う
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
ら
れ
る
の
に

抵
抗
を
感
じ
る
人
も
い
る
。
相
手

に
よ
っ
て
接
し
方
を
変
え
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
必
要
以
上
に
踏
み

込
み
す
ぎ
な
い
事
も
学
ん
だ
。

今
は
ス
ー
パ
ー
に
就
職
を
し
て
研

新
会
員
紹
介

後
輩
た
ち
へ
想
う
こ
と

修
を
受
け
て
い
る
が
、
大
学
生
活

で
学
ん
だ
人
の
多
様
性
や
関
わ
り

方
は
仕
事
に
も
活
き
て
い
る
と
思

う
。
ス
ー
パ
ー
で
は
、
同
期
や
先

輩
社
員
、上
司
、パ
ー
ト
ナ
ー
さ
ん
、

お
客
様
な
ど
様
々
な
人
と
関
わ
り

合
い
な
が
ら
仕
事
を
す
る
。
店
舗

の
中
で
他
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
観
察
し
て
、

ど
の
よ
う
に
接
す
る
の
が
相
手
に

と
っ
て
良
い
の
か
を
考
え
る
。
な

る
べ
く
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
い
つ
か
教
員
に
な
っ
た
時

に
は
必
須
の
ス
キ
ル
な
の
で
鍛
え

続
け
て
い
き
た
い
と
も
思
う
。

商
大
の
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
事

と
し
て
は
、
ど
ん
な
経
験
が
将
来

役
に
立
つ
の
か
分
か
ら
な
い
か
ら

こ
そ
、 
何
に
で
も
挑
戦
し
て
み
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
商
大
で

は
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が

充
実
し
て
い
る
。 
せ
っ
か
く
学
費

や
ら
何
や
ら
と
毎
年
お
金
を
払
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
最
大
限
活
用
し

て
、
後
悔
の
な
い
学
生
生
活
を
楽

し
ん
で
ほ
し
い
。

2
0
2
4
年
度
卒
業

　
　
商
学
部 

経
営
情
報
学
科 

山
本
ゼ
ミ

                      

大
友
　
俊
幸

　
私
は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
小
学
生
の
頃
か
ら
や

っ
て
い
ま
し
た
。

横
浜
商
科
大
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関

わ
る
様
々
な
活
動
や
経
営
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て

1
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
で
し
た
。
2
年
の
秋
頃

か
ら
や
っ
と
対
面
授
業
と
な
り
大
学

に
通
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
授
業

で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

ゼ
ミ
の
授
業
で
す
。

ゼ
ミ
の
授
業
は
少
人
数
で
議
論
や
研

究
活
動
な
ど
行
い
仲
間
と
の
交
流
を

通
し
て
色
々
な
経
験
が
出
来
て
新
た

な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
教
授
と
の
距
離
も
近
い
の
で
と

て
も
聞
き
や
す
く
て
親
身
な
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
は
大
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
良
い

経
験
と
な
り
人
と
の
関
わ
り
方
な

ど
、
社
会
人
に
な
る
前
の
人
生
経
験

と
し
て
凄
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
視
野
が
広
が
り
自
分
に
自
信
が

持
て
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
2
0
2
5
年
4
月
か
ら
社
会
人

に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て

思
う
こ
と
は
学
生
時
代
の
様
に
自
由

な
時
間
が
少
な
く
な
り
仕
事
中
心
の

生
活
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
仕
事
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
あ
わ
せ
て
調
節
し
て
決
め

な
い
と
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

仕
事
を
す
る
上
で
自
分
の
行
動
に
は

責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
大
事
な

の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
し
っ
か
り
と

覚
え
た
仕
事
が
う
ま
く
出
来
た
と
き

は
達
成
感
を
感
じ
達
成
し
た
仕
事
に

対
し
て
意
欲
が
増
し
ま
す
。
先
輩
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
仕

事
を
す
る
上
で
は
と
て
も
大
事
で
人

間
関
係
の
必
要
性
を
学
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
誰
に
対

し
て
も
気
持
ち
の
良
い
元
気
な
挨
拶

を
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
や
す
く
な
り
気
持
ち
良
く

仕
事
に
取
り
掛
か
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
仕
事
を
覚
え
て
早

く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

後
輩
の
皆

さ
ま
、
大
学
生
活
は
今
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
下
さ

い
。
や
り
た
い
事
が
あ
っ
た
ら
学
生

の
う
ち
に
や
っ
て
お
く
と
い
い
と
思

い
ま
す
。
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2
0
2
4
年
度
卒
業

　
　
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

秋
山
ゼ
ミ

　
　
　         
　
　
　
橘
　
大
輔

【
1
】 

大
学
時
代
の
思
い
出

　
横
浜
商
科
大
学
で
は
四
年
間
沢

山
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
入
学
当

初
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
授
業
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
し
た
。
今
思
え
ば
懐
か
し

い
で
す
が
、
当
時
は
学
校
に
も
っ

と
通
い
た
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
た
め
最
低
限

し
か
学
校
に
通
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
分
た
ま
に
あ
る
対
面
授

業
は
と
て
も
楽
し
く
て
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
私

が
大
学
時
代
の
思
い
出
と
し
て
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
部
活
動
で
す
。

一
年
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
約
四
年
間
取
り
組

み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

た
め
活
動
は
週
に
二
回
と
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

唯
一
学

校
に
行
く
こ
と
が
出
来
る
嬉
し
い

機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、

最
初
は
か
な
り
人
も
少
な
く
て
あ

ま
り
活
発
な
部
活
で
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
徐
々
に
後
輩
も
入
っ
て

き
て
部
員
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
活
発
な
部
活
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
公
式
戦
に
は
私

た
ち
の
代
で
は
出
場
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
よ
り
実
践
的
な
練
習

を
始
め
、
練
習
試
合
な
ど
は
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
の
後
輩
た
ち
が

公
式
戦
に
出
場
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
、
き
っ
か
け
作
り
ぐ
ら
い
に

は
な
れ
た
の
か
な
と
思
う
と
非
常

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

そ
し
て
二
つ
目
は
就
職
活
動
で
す
。

始
め
た
時
期
は
三
年
の
夏
頃
と
若

干
早
め
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
お
か
げ
で
今
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
大
学
に
入
っ
た
時
は
、

ホ
テ
ル
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
考
え
て
い
た
の
で
、
三
年
の
夏

に
大
学
の
紹
介
で
箱
根
の「
ホ
テ
ル

お
か
だ
」に
二
週
間
イ
ン
タ
ー
ン
に

行
き
ま
し
た
。 

実
際
に
現
場
で
働

い
て
み
て
や
り
が
い
は
感
じ
ま
し

た
し
、
そ
の
二
週
間
で
社
会
に
出

て
働
く
と
は
ど
う
い
う
事
か
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に

な
り
ホ
テ
ル
業
界
で
は
な
く
新
し

い
道
が
見
え
て
た
の
で
す
。
そ
の

後
は
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
通
っ
て
、
沢
山
の
方
々
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
無
事
早
期
選

考
で
入
り
た
い
会
社
に
内
定
を
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
期
間
で
新
し
い
考
え
方
や
知
識

を
得
て
、
人
と
し
て
大
き
く
変
わ

っ
た
出
来
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
三
つ
目
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
沢
山
の
場
所
へ
行
っ
た
こ
と

で
す
。
勉
強
や
大
学
で
の
活
動
も

大
事
で
す
が
、
沢
山
の
経
験
を
す

る
た
め
に
遊
ぶ
こ
と
も
大
事
で
あ

る
と
今
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
今
の
仕
事
に
活
か
せ

る
事
も
多
く
あ
り
ま
す
し
、
何
よ

り
心
か
ら
大
学
生
活
が
楽
し
か
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
三
つ
の
事
が
四
年
間
の
大

学
生
活
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残

っ
て
い
る
事
で
す
。

【
2
】社
会
人
に
な
っ
て
思
う
事

　
今
、
社
会
人
に
な
っ
て
思
う
事

は
、
や
は
り
学
生
と
は
違
っ
て
自

分
の
行
動
に
対
す
る
責
任
感
を
よ

り
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生
の
頃
は

ま
だ
自
分
の
好
き
な
事
を
学
ん
で
、

好
き
な
事
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
自
分
以
外
の
誰
か
の
た
め
に

行
動
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。会
社
の
た
め
、家
族
の
た
め
、

仕
事
の
先
輩
や
同
期
の
た
め
と
い

う
よ
り
自
分
の
取
っ
た
行
動
一
つ

一
つ
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
大
学
時
代
に

学
ん
だ
こ
と
と
、
新
し
い
知
見
を

活
か
し
て
よ
り
活
躍
で
き
る
人
材

に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
。

【
3
】 

大
学
と
後
輩
達
へ

　
横
浜
商
科
大
学
の
方
々
、
改
め

て
四
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
時
代
に
学
ん
だ
こ
と

は
今
後
の
仕
事
や
生
活
に
も
活
か

す
事
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
を
活
か
し
て
今
後
活
躍
で
き
る

人
材
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
横
浜
商
科
大
学
の

在
校
生
の
方
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
は
、
今
は
四
年
間
と
い
う
期
間

は
長
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
実
際
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
日
一

日
を
大
切
に
沢
山
の
事
に
挑
戦
す

れ
ば
、
社
会
に
出
て
か
ら
そ
の
経

験
が
大
き
な
財
産
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組

ん
で
全
力
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

令
和
7
年
度 

入
学
式

2
0
2
5
年
4
月
3
日（
木
）13
時
よ
り

横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル
に
て

挙
行
さ
れ
、

3
2
2
名
の
商
大
生
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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日　時：2025年11月1日（土）
定期総会　13：30〜14：30　131教室
懇親会　　15：00〜17：00　531教室

場　所：�横浜商科大学つるみキャンパス
横浜市鶴見区東寺尾４丁目11-1　 [TEL] 045-571-3901

議　案：①2024年度　事業報告
②2024年度　決算報告 監査報告
③2025年度　事業計画（案）
④2025年度　予算（案）
⑤その他

会　費：�8,000円　  2025年3月・9月卒業の新会員は無料ご招待いたします

▼申込みはこちら

日頃より、同窓会活動にご理解・ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
さて、第50回定期総会・懇親会を下記の通り開催いたします。ご多忙とは存じますが、

是非ご出席いただきますようお願い方々ご案内申し上げます。

第50回
同窓生23,000名の声を聞かせて！

編
集
後
記

　
本
来
な
ら
50
周
年
の
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト

の
年
で
す
が
来
年
、
大
学
60
周
年
と
合
同

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
楽
し
み
は
来
年
ま
で
待
ち
ま
し
ょ

う
。
私
達
に
は
歳
月
を
重
ね
な
が
ら
築
い

て
き
た
絆
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
支
え
に

同
窓
会
活
動
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す

…
。
相
次
ぐ
災
害
で
復
興
か
ら「
日
常
」に

戻
れ
な
い
皆
さ
ま
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
心
折
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

※
会
報
54
号
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
会
報
は
H
P

に
10
年
間
掲
載
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
了
承

お
願
い
し
ま
す
。                     

− 
紀 

−

■同窓会事務局
月・火・木・金 午前9時30分〜午後4時
〒230-8577   横浜市鶴見区東寺尾4-11-1 
TEL/FAX 045-583-9031(直通) 
E-mail dousou@shodai.ac.jp 
URL http://www.shodai-ob.com/

※事務局に田村さんが入られました。清水さん、小田
さん共々よろしくお願いいたします。（素敵な女性３人
です。是非同窓会事務局にお立ち寄りください）

第17回 支部長会議
522教室にて午後12時より開催いたします。

祝
定期総会・懇親会のご案内
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